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私のの委員会
vol.5

製薬協には、12の委員会と6つの専門組織が設置されています。この
コーナーでは、各組織の活動に焦点をあててご紹介します。今回は「医薬
産業政策研究所」を取り上げます。委員会・専門組織の一覧は

客観的な事実に基づき、
製薬産業の未来を拓く
医薬産業政策研究所（政策研）は、製薬

産業を取り巻く環境および製薬産業の中長
期的な課題について分析検討し、提言を行う
シンクタンクです。製薬産業に関する調査、
分析、研究およびそれらの成果の提言を通じ
て、革新的で有用性の高い新薬を創出する
ための環境の整備・充実ならびに製薬産業
の健全な発展に資することを目指し、現在は
「創薬環境チーム」「健康医療データチーム」
「価値評価チーム」の３チームと、チーム横断
的なデータ室を中心に活動しています。
創薬環境チームは、日米等の各国比較

を通じて創薬エコ
システムの理想的
なあり方を検討し
ています。健康医
療データチームは、
医療DX等の進展

ベースの整備が進
む一方で、国民の
理解や信頼といっ
た「社会的受容」
の醸成が大きな課
題となっています。
当研究所では、客観的なデータによる現
状分析と、それを通じた政策提言への寄与
を活動の柱に据えています。年間7～8本の
ポジションペーパーと15本程度の政策研
ニュースを着実に発行し、蓄積した知見を
タイムリーに発信し続けることを目標に掲
げています。
私たちの活動の根底にあるのは、エビデ
ンスに基づく議論を通じて、日本の創薬・
医療環境の持続可能な発展を支えること
です。独立した立場から分析結果を世に問
い、産業界や行政が適切な判断を下すた
めの確かな基盤を提供することが、私たち
の使命であると考えています。

を踏まえたデータ利活用を促進するため
の制度設計と、その社会的受容性を明ら
かにする研究に注力しています。価値評価
チームは、海外動向や学術論文等の定性
情報を精査し、薬価制度の研究や患者参画
（PPI）といった新たな評価軸を提言する役
割を担っています。

タイムリーかつ質の高い知見発信
を継続するために
製薬産業の国際的な競争環境は、極め

て激しく変化しています。日本の創薬力低
下が危惧される中、米国とのスタートアッ
プ投資額の差や、欧州・中国勢の台頭等、
多角的な分析が欠かせません。また、医療
データの利活用においては、公的データ
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医療データの利活用に向けた
社会的受容の探究

私の取り組み 政策研の各メンバーが取り組んでいる内容と、その想いをご紹介します。

創薬環境チームでは、 日米のEBP
（Emerging Biopharma）の比較調査を
行い、その成果をポジションペーパーや政
策研ニュースで発表しました。この研究は、
資金調達の構造や設立背景の違いから、
国ごとの創薬力の差を生む要因を明らかに
しようとする試みです。
製薬産業の創薬力は、一企業の努力に

とどまらず、大学やスタートアップを巻き込
んだ「エコシステム」の強さに左右されま
す。現在、日米間では投資規模に大きな開
きがあり、成功している米国モデルをそのま
ま日本に適用することは容易ではありませ
ん。また、地理的近接性・集積性が研究開
発の活性化にどう影響するかという「バイ
オクラスター」の視点も、日本の創薬環境を
考えるうえで避けて通れないテーマです。
そこで、今取り組み始めた調査では、従

来の国単位の比較から一歩踏み込み、ボス
トンや東京といった「都市・街」単位での交
流の実態解明を進めています。これにより

日本のクラスターの課題が明確になり、官
民連携による創薬活性化のための具体的
なデータ提供が可能となります。将来的に
は、欧州やアジア諸国も含めた各都市にお
ける網羅的なデータベースを構築し、日本
の政策立案に直接寄与する知見として定
着させていく方針です。
製薬業界から薬が1つ生まれれば、何

百万人、何千万人もの命を救うことができま
す。私たちの研究が政策へとつながれば、間
接的にも患者さんに貢献できます。そういっ
た想いで臨むことが大切だと思っています。

今年度、健康医療データチームは、法改
正によるデータ基盤整備を見据え、製薬
企業のニーズや課題を浮き彫りにするた
めのアンケート調査を精力的に実施しまし
た。現場の声を政策議論に反映させるた
めのこの調査活動は、2024年の「日本薬
剤疫学会」におけるポスター発表を通じ、
その成果を広く共有する貴重な機会を得
ました。
調査・分析の過程では、公的データベー
スのデータ拡充や使い勝手の向上といっ
た制度面の論点が明確になりました。製
薬企業が研究開発を加速させるために
は、現在の公的データだけでは不十分な
点があり、より詳細な情報の連結解析が
期待されています。
また、日本国民2,900人規模の意識調
査を通じて、データの提供主体である国民
の受容性や信頼醸成に関わる背景要因を
詳細に整理しています。制度や基盤が整っ
ても、国民の皆さまの理解がなければデー

タ利活用は進みません。製薬企業や医療
機関、学術団体、行政、そして生活者である
国民の皆さまと多角的に議論を深め、産業
の枠を超えて次世代へつながる共創のあ
り方を提言していきたいと考えています。
原動力は、「病に苦しむ患者さんの切実
な声」です。患者さんの想いを薬の開発や
導入に活かしたい、そのために必要なデー
タを活用できる環境を整えたいという強い
使命感をもって日々取り組んでいきます。

創薬エコシステムと
バイオクラスターの可視化

前号の「ファクトから見る製薬業界」のコーナーでは、創薬
環境チームによるポジションペーパーを紹介しました。 「日本薬剤疫学会」でのポスター発表

「政策研」の活動内容は、こちら
からご確認いただけます。

なお、本号では「ファクトから見る製薬業界」のコーナーにて、価値評価チームによるポジションペーパー「患者さんの声と医療・創薬の価値をつなぐPRO」を
取り上げていますので、併せてご覧ください。

https://www.jpma.or.jp/news_room/newsletter/227/pdf/newsletter227_fact.pdf
https://www.jpma.or.jp/opir/index.html
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